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日食計算の基礎，長沢　工，A5判，288頁，3,800円
＋税，地人書館

地球から宇宙へ，西條敏美，A5判，152頁，3,000円
＋税，恒星社厚生閣

誰でも探せる星座，浅田英夫，A5判，144頁，1,800円
＋税，地人書館

人事公募結果

1.　掲載号
2.　結果（前所属）
3.　着任時期

兵庫県立大学自然・環境科学研究所教授

1.　2011年6月（第104巻第6号）
2.　伊藤洋一（神戸大学大学院理学研究科准教授）
3.　2012年4月

研 究 助 成

（財）天文学振興財団 
平成 24年度研究助成等公募

当財団では，国立天文台の事業支援等を通じて天文
学の振興を図っております．
平成24年1月20日

（財）天文学振興財団　理事長　海部宣男
1.　公募種目

(1)　国際交流に対する助成
a.　 対象： 天文学に関する海外での国際交流活

動（1ヵ月以内）に平成24年4月以
降参加する研究者

b.　 助成： 派遣に要する往復航空運賃及び滞在
費の一部．平成22年度の助成件数は
1件（約13万円）

(2)　国際研究集会参加に対する助成
a.　 対象： 平成24年4月以降に海外で開催され

る天文学に関する国際研究集会（10
日以内）に参加，発表する研究者

b. 　助成： 派遣に要する往復航空運賃．平成22

年度の助成件数は5件（平均約16万
円）

(3)　国際研究集会開催に対する助成
a.　 対象： 平成24年4月以降に国内で天文学に

関する国際研究集会を開催する研究
者グループ．

b.　 助成： 1件100万円以下．平成22年度の助
成件数は6件（平均約45万円）

2.　 申込期限：(1), (2)は毎年5月末日，9月末日，
翌年1月末日の計3回
(3)は第1回が5月末日（対象期間が
24年7月以降の開催）
第2回が9月末日（対象期間が24年
11月以降の開催）
第3回が25年1月末日（対象期間が
25年3月以降～ 25年6月末日迄の
開催）

3.　 選考結果： 選考委員会で審査の上，採択の可否
については，各申込期限の約1ヵ月
後に文書で通知します．

4.　 報告： 研究助成は，年度末，それ以外の助成
は，帰国後又は開催後1カ月以内に報告
書を提出して頂きます．

5.　申請：申請書は事務室あてに請求して下さい．
6.　問合せ先： （財）天文学振興財団　事務室 

〒181–8588 東京都三鷹市大沢2–21–1 
国立天文台内 
Te1: 0422–34–8801 
Fax: 0422–34–4053

第 53回藤原賞受賞候補者ご推薦依頼

事業の概要
わが国に国籍を有し，現在活躍中で科学技術の発展
に卓越し，貢献した科学者を顕彰し，副賞を含め，記

月報だよりの原稿は毎月20日締切，翌月に発行の「天文月報」に掲載致
します．校正をお願いしておりますので，締切日よりなるべく早めにお
申し込みください．
　e-mailで toukou@geppou.asj.or.jp宛．
　なお，原稿も必ずFaxで0422–31–5487までお送りください．
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念品を贈呈しております．その受賞候補者を募集いた
します．
1.　 対象分野：自然科学の全分野
2.　賞の内容： 年2件賞状，賞牌（金メダル），副賞

（各1千万円）
3.　推薦要項書提出締切日： 2012年1月31日（月） 

藤原科学財団必着
4.　申請書提出先・連絡先：
〒104–0061 東京都中央区銀座3–7–12 
財団法人藤原科学財団 
Tel: 03–3561–7736　Fax: 03–3561–7860

5.　藤原科学財団ホームページ：
http://www.fujizai.or.jp 
ホームページに募集要項書が掲載されております．

研究会・集会案内

「銀河学校 2012」 参加者募集

東京大学大学院理学系研究科附属天文学教育研究セ
ンター木曽観測所（以下，東京大学木曽観測所）で
は，高校生対象の天文学観測体験実習セミナー「銀河
学校」を毎年開催しています．「銀河学校」では，木
曽観測所の口径105 cmの望遠鏡を用いて天体の観測
を行い，得られたデータを解析することで天文研究を
体験することができます．天文に関する基礎知識は必
要ありません．天文が大好きな方はもちろん，天文が
初めてという方も大歓迎いたします．宇宙や科学に興
味を持つみなさんの参加をお待ちしております．

主催：東京大学木曽観測所
日時：2012年3月27日（火）～30日（金）
場所： 長野県木曽郡木曽町三岳10762–30 

東京大学木曽観測所
対象：高校生 (新高校生を含む )
参加費用： 6,000円（宿泊・食事代），500円（傷害保

険料） 
（JR木曽福島駅までの交通費は各自でご負
担下さい）

応募方法： 以下を明記したものを郵便又は，電子メー
ルにてお送りください．
氏名，生年月日，性別，連絡先（住所，電
話番号），学校名，学年，作文（800字程
度）

作文テーマ： 「銀河学校参加の動機」
好きな天体，口径105 cmの望遠鏡で観

測したい天体，研究してみたい宇宙の謎
など，銀河学校に参加しようと思った動
機についてまとめてください．

宛先：〒397–0101 長野県木曽郡木曽町三岳10762–30
東京大学木曽観測所 
e-mail : ggakko@kiso.ioa.s.u-tokyo.ac.jp

応募〆切：2012年2月15日（水）必着
問合わせ：TEL 0264–52–3360（東京大学木曽観測所）
・詳しくは銀河学校のホームページをご参照くださ
い．
h t t p : / / w w w. i o a . s . u - t o k y o . a c . j p / k i s o h p /
OUTREACH/GS/
・応募者多数の場合は作文による選考を行います．そ
の際，天文に関する知識よりも，参加への意欲を評
価の基準とさせていただきます．結果は3月初旬に
応募者全員に通知いたします．
＊銀河学校は「NPOサイエンスステーション」の協
力を受けて開催されます．

会 務 案 内

2012年度内地留学奨学金支給者の決定に 
ついて（報告）

内地留学奨学金選考委員会　委員長　大島　修

天文月報2011年7月号で表記の奨学金について募
集しましたところ，1名の応募がありました．選考委
員会で研究計画，奨学金の使途につきまして詳細に吟
味，検討した結果，下記の方を奨学金支給者に決定し
ましたので，ご報告いたしまします．

記
氏　名：斎藤　泉
職　業：公務員
研究題目： 歴史的天文資料を活用した日食（掩蔽）

の普及に関する研究
受入機関および指導教官：国立天文台　相馬　充
支給金額：15万円
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そ の 他

家　正則教授（国立天文台）紫綬褒章受章

2011年度の紫綬褒章を受章されました．
受章理由は以下のとおりです．章記には「日本国天
皇は家正則に多年学術の分野においてよく努め斯界の
発展に寄与したことについて紫綬褒章を授与する」，
文科省からの伝達式のリストでは「天文学に関する研
究に努めて優れた業績を挙げ学術の進歩に寄与した」
と記されています．

訃　　報

壽岳　潤氏が2011年9月14日にご逝去されま
した（享年83歳）．
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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